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――　昭和 47（1972）年音楽科設立の経緯
についてお聞かせください。
ɹകޫͰຖேͷྱഈʹ࢝·ΓɺΫϦεϚ
εྱഈ͞·͟·ͳࣄߦͷͨͼʹԻָʹ৮
ΕΔػձ͕͋Γ·ͨ͠ɻΞϝϦΧਓͷϙο
ϖϯઌੜ͕άϥϯυϐΞϊΛߨಊʹஔ͍ͯ
ͩͬͨ͘͞ΓɺϥΠμʔઌੜτϥϯϖο
τΛ͞Εͯ·ͨ͠͠ɺઓޙԻָձͳͲ
ΘΕ͍ͯ·ͨ͠ɻԻָߦಊͰߨͷࣷߍࢁؙ
େֶΛ͢ࢦੜెຖԿਓ͓Γɺͻͱ
ͭͷΫϥεʹूΊΒΕ͍ͯ·ͨ͠͠ɺڭཆ
ͱͯ͠ϐΞϊΛश͏ੜెଟ͘ɺകޫʹ
ԻָՊઃཱͷ͕ͨͬ͋ڥͱ͍ࢥ·͢ɻ
ɹ���� ʹຊָثࣜגձࣾʢݱ
ϠϚϋࣜגձࣾʣ͕ϠϚϋԻָࣨڭΛཱͪ
্͛ɺશنࠃͰల։͠·ͨ͠ɻຊ͕๛
͔ʹͳΓɺҰൠՈఉͰϐΞϊΛߪೖͨ͠Γɺ
Իָਓ͕ޱҰؾʹ૿͑·ͨ͠ɻͦͷࠒͷࢠ
Ͳ͕ͨͪதֶੜɾߍߴੜͱͳΓɺԻָڭ
ҭʹधཁ͕ੜ·Ε͍ͯ·ͨ͠ɻϐΞϊͷઌ
ੜʹಌΕ͕͔͋ͬͨͱ͍ࢥ·͢ɻ
ɹ࣌ͷ৴ೋӃڭҭऀͰ͋Δͱ
ಉۀࣄʹ࣌ՈͰ͋Γ·ͨ͠ɻ࣌ͷཁ
ʹԠ͑Δ͘ɺظେֶɺେֶɺେֶӃͱ
ֶӃΛ֦େ͍ͯ͘͠தͰɺߍߴͷԻָՊઃ

今年の6月に第51回
梅光学院高等学校音
楽科創立記念演奏会
が開かれました。
音楽科設立期に音楽
科主任であった高田
由紀子先生（高７）に
お話を伺いました。

ཱͱͳΓ·ͨ͠ɻԻָͷߴͳઐٕज़ͱ
ਂ͍ਓؒੑʹࠜࠩͨܳ͠ज़ਫ਼ਆΛཆ͏ڭҭ
Λ͜͢ࢦͱʹͳͬͨͷͰ͢ɻ
ɹԻָՊҰظੜ �� ਓू·ΓɺतۀΛల
։͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻଟ͍ͱ͖ 2�
ਓҎ্ɺ��ਓ͍ۙͨ͘ͷͰͳ͍Ͱ͠ΐ͏
͔ɻԻָՊͷଔۀੜԻָࢣڭԋՈͱ
ͯ͠ɺେͷํʑ͕ԼؔͪΖΜࠃ֎
Ͱ׆༂͞Ε͍ͯ·͢ɻ

――　立ち上げの時にはいろいろなご苦労
があったと思います。
ɹେֶଔޙۀɺࢲۜ࠲ͷϠϚϋԻָࣨڭ
ͰࢣߨΛ͍ͯͨ͠ͷͰ͕͢ɺ৴ೋ
ਓͰ͋ΔҚࢠઌੜʢക ��ʣ͔Β࿈བྷ͕
͋ΓɺകޫͷظେֶͰ͑ڭΔΑ͏ʹɺͦ
ͯ͠ҰޙʹߍߴʹԻָՊΛઃཱ͢Δ͔
ΒͱݴΘΕͨͷͰ͢ɻ
ɹظେֶͰԻָͷतۀΛ �Ϋϥε୲͠
ͳ͕ΒɺߍߴԻָՊͷΧϦΩϡϥϜΛҰ͔
Β࡞Βͳ͚ΕͳΓ·ͤΜͰͨ͠ɻٕज़ͷ
͠ʹΔ͜ͱ͍͢ئ͓ʹಋ֎෦ͷઌੜํࢦ
ͯɺֶՊௌԻɾָయɾιϧϑΣʔδϡɾ
ίʔϧϢʔϒϯήϯͳͲɺԿΛͬͨΒ͍
͍͔ͱͯΈ
·ͨ͠ɻಛʹι
ϧϑΣʔδϡ
ͳͲڭຊͳ
͘ɺࣗͰۂ࡞
Δ࡞ຊΛڭͯ͠
ͳͲ಄͕௧͍͜
ͱ͔ΓͰͨ͠
͕ɺԻָେֶड

高等学校音楽科発足から50年を迎えました。
私立下関梅光女学院ができて大正10年頃には入学者も増して躍進期を迎え、
大正12年には専攻科として英語と音楽専攻が設置されました。
1923年のことですから、梅光の音楽は100年の歴史を持っていることになります。
高等学校音楽科創立 50年を迎えて、当時のおふたりの先生に登場していただきました。

高等学校音楽科創立50年を迎えて
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ߟରԠͰ͖ΔͷΛʹݧ
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·ͨ͠ɻ
ɹߍߴԻָՊઃཱ࣌ͷԻ
ָͷઐڭ་ࢲͻͱΓ
Ͱɺઐࢣߨͱͯ͠Լ
ాʢউʣࢠઌੜʢക
2�ʣɺๅቨઌੜɺதࢁರઌੜɺʢࡉ
ʣਖ਼ઌੜʢߴ �ʣ͕ ͍Βͬ͠Ό͍·ͨ͠ɻ
ͦͷޙઐڭ་ͱͯ͠ߴ·Γࢠઌੜʢߴ
2�ʣଜʢനੴʣඒࢠࢬઌੜ͕དྷΒΕ·
ͨ͠ɻʹ 2ͷԻָՊੜͷ࣮ٕݧࢼͷ࣌
ઐڭ་Ͱ࠾͠·͕ͨ͠ɺֶͷઌੜ
ํʹՃ͑ͯόΠΦϦϯࡾົࢠઌੜ
ָాʢ௱ʣࢠઌੜʢߴ ��ʣʹ͓ئ
͍͠·ͨ͠ɻ
ɹԻָՊੜ͕ �ੜ͔Β �ੜ·Ͱଗͬͨ
ত ��ʢ����ʣʹԼؔจԽձؗͰه೦
ԋձΛ։͠࠵·ͨ͠ɻଔۀੜͱߍࡏੜ͕
ԋ͠·ͨ͠Ͷɻຬһͷௌऺɺੜెͨͪ
ͷԋʹ৺͔ΒͷԉͱສཕͷഥखΛૹͬ
͍ͯͩ͘͞·ͨ͠ɻ

――　音楽科設立 50 年になる現在、クラ
シック音楽を学ぶ人が少ない現状について、
今後の課題は何だとお考えでしょうか。
ɹ࠷େͷཧ༝ࢠͲͷ͕͍ͯͬݮΔ͔
ΒͰ͕͢ɺࢠͲͷ͔Β͑ߟΔͱԻָʹ
Ͳͷׂ߹૿͍͑ͯΔͷͰࢠͭ࣋ຯΛڵ
ͳ͍Ͱ͠ΐ͏͔ɻ͔֬ʹΫϥογοΫΛ
͢ࢦਓগͳ͘ɺઃඋࢿඞཁͰ͔͢
ΒɺఆһׂΕഇߍͱͳΔԻָେֶग़ͯ
͖͍ͯ·͢ɻ͔͠͠ɺभେֶʹେֶެೝ
ͷʮେϐΞϊͷձʯ͕͋ͬͨΓɺԻָେ
ֶ͔ΒҰൠۀاʹब৬͢Δਓਵ૿͑ͯ
͖ͨͱฉ͖·͢ɻझຯͷԆͰԻָΛָ͠
Έ׆༂͍ͯ͠Δਓͨ͘͞Μ͍ͯɺੈ૬͕
ҎલͱมΘ͖ͬͯͨͷͰͳ͍Ͱ ΐ͠͏ ͔ɻ

――　高田先生ご自身のことについてお聞
かせください。
ɹ͕ࢲੜెͷ࣌Իָͷઐतۀ͋Γ·
ͤΜͰ͔ͨ͠ΒɺΫϥεϝΠτͱҰॹʹι
ϧϑΣʔδϡͷͳͲΛͯͬ࡞ɺग़͠߹ͬ
͍ͯ·ͨ͠ɻࣗͷϐΞϊΛങͬͯΒͬ
ͨͷߍߴ 2ੜͷ࣌Ͱɺ࣌ɺ 2� ສ
ԁ͘Β͍ͰՈ͕Ұͭݐݢ΄ͲͷͷͰͨ͠ɻ
ͦΕ·Ͱே һ͞༺ͯͬߦʹߍֶʹ࣌�
ΜʹࣷߍͷΧΪΛ։͚ͯΒ͍ɺϋʔϋʕ
ͱଉͰखΛԹΊͯകޫʹઓલ͔Β͋ͬͨϐ
ΞϊΛ͍͍ͯ·ͨ͠Ͷɻ
ɹകޫͷߍߴʹઐͱͯ͠ۈΊ͍ͯͨ �
ؒຊʹ৸ΔՋͳ͍΄ͲଟͰͨ͠ɻ
ԻָՊͷۀʹՃ͑ͯී௨ՊͷतۀɺΫϦ
εϚεͳͲͷࣄߦͰͷࢦಋɺٳʹதֶ
Իָ՝ఔͷࢦಋɺՈͰݸਓϨοεϯ͋
Γɺͱʹ͔͘ٳΉՋͳࣗ͘Λॆి͢Δ
ɺୀ৬͍ͨ͠·ͨ͠ɻ͡ײඞཁͱ͕ؒ࣌
ɹୀ৬ޙ౦ژͱԼؔΛ͖ߦདྷ͠ɺϐΞϊ
ͷݸਓϨοεϯΛ͍ͯ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺԼ
ؔۙ߫ͷϐΞϊࣨڭͷઌੜํͷؔػڀݚͱ
ͯ͠ʮԼؔԻָڭҭڀݚձʯΛൃͨ͠Γɺ
ϦτϛοΫͷڀݚΛͯ͠ʮ/10Ϧτϛο
ΫڀݚηϯλʔہࢧޱࢁʯΛ։ઃ͠ɺ༮ஓ
ԂϐΞϊͷઌੜํʹϦτϛοΫͷཧ೦ͱ
ख๏ΛΊΔ͜ͱʹਚྗ͠·ͨ͠ɻํ
Իָϓͯͬ࣋ΊΔҙਤΛߴͷԻָจԽΛࢢ
ϩूஂʮԼؔԻָਓͷձʯͷઃཱʹྗڠ
͍ͨ͠·ͨ͠ɻ

　興味深いお話をいろいろ聞かせていただ
き、ありがとうございました。88歳になら
れた今もピアノの個人レッスンを続けてお
られるなど、現役で活躍されている高田先
生は若々しく、音楽への情熱にあふれてい
らっしゃいます。どうぞ、これからもお元
気でお過ごしください。
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　私が梅光に連なるようになった経緯は、
音楽の先生が前期を終えると、突然ヨーロッ
パ留学ということになり、後期の担当者が
居なくなったことから始まります。
　当時、私は下関合唱協会の常任指揮者と
して、下関でモーツアルト・フォーレ・ヴェ
ルディの三大レクイエムを演奏するという
プロジェクトを終えたばかりで、合唱団も
充実、私も若く元気でした。合唱メンバー
だった梅光学院高校事務局の黒木正一先生
や会長・浅成文子氏から、「半年で良いから、
半年で良いから梅光学院大学の音楽の時間
を担当してくれないか」という依頼を受け
ました。大学どころか学校で教えるという
経験の全くなかった私は固辞したのですが、

「半年だから今までのキャリアで何とかなる
わよ」と説得され、引き受けることにしま
した。
　広津信二郎学院長との面接では開口一番、

「梅光は機械を使わないで教育する学校で
す」。レコードで宗教音楽を聴いてもらうこ
とで半年間のカリキュラムを考えていた私
の下心を見透かしたように、ズバリと釘を
刺されました。続けて「聖書と讃美歌。礼
拝で大きな声で讃美歌が歌えることが第一」

とも言われました。
　夏休みが終わり、学
生とのドキドキの初対
面。幸いキリスト教倫
理と音楽の講義は、学
院礼拝とセットのよう
に午前中に組まれてい
ましたから、事前に掲
示された礼拝担当者名、

話のタイトルと聖書朗読の箇所、讃美歌の
番号をもとにした学院礼拝の成立に「必死」
でした。
　半年が終わり、次の年もと言われ、臨時
採用から本採用になったのでしょうか。本
人は自覚もないまま、気がつけば 40 年近く、
前期 15 週、後期 15 週、2 年で計 60 回分
の「讃美歌史」のカリキュラム作りがスター
トしたのでした。
　合唱に関しては年末のクリスマス礼拝で
のハレルヤ・コーラス練習は大切な作業で
した。
　1 年・2 年全員参加プラス有志上級生に
よる聖歌隊は中・高での経験者の力を借り
ながらの、しかし充実した時間でした。
　自分のタレントが生かされる場とも感じ
ました。
　峠口先生、小川先生、安富先生、小野先
生など、宗教部を通じて体験した、それぞ
れの信仰からくる価値観のぶつかり合いの
真剣さは、一回一回のクリスマス礼拝を生
きたものにするに大きな力でありました。
最終的には人がしゃしゃり出ずに神におま
かせということなのですが。

ウィーン楽友協会ホールにて
（高等学校音楽科海外研修旅行）

中山　　敦梅光の音楽
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　合唱部「セシル・コール」の創部は 1974
年で 2 年生 6 名、新入 1 年生 2 名、計 8 名
でスタートしました。短大にはすでに「コー
ル・クヴェレ」があり、合同でコンサート
を持たしていただき演奏活動を確保したの
でした。
　その後九州歯科大学「コール・エルファ
ンバイン」、北九州市立大学男声合唱団「オ
ルファイアコール」、九州工業大学「メンネ
ル・コール」などの男声合唱団とのジョイ
ントコンサートで、ヘンデル、バッハ、モー
ツアルト、シューベルト等混声合唱団とし
て多くの宗教音楽を経験することができま
した。ありがたいことに今も「セシル・コー
ル」はクラブ活動を許されております。
　ハンドベル部「梅光学院大学ハンドベル
クワイヤ」は、梅光高等学校に橋本るつ子
先生が着任され、その強烈な関西弁と共に
ハンドベル部をスタートされ、その卒業生
が大学へ入学されたことにより創部されま
した。1989 年松本（安恒）由美さんの存
在が大きかったと覚えています。以来、学
院音楽礼拝、クリスマス礼拝、文化祭、訪
問演奏としては幼稚園、介護施設、病院等
ずいぶんと練習もし、楽しみました。学外
でのボランティア活動では、自分たちのタ
レントが人のためになることを知るなど、
メンバーの人格形成にずいぶんと力のあっ
たことでした。「梅光のハンドベル」と地域

クラブ活動について

社会にも認知されたように思っています。
　残念ながら現在ハンドベル部は廃部中で
すが、ハンドベルの音色が学内に響く日を
念じて止みません。
　「コール・クヴェレ」、「セシル・コー
ル」、九州工業大学「メンネル・コール」の
OG・OB とは今も音楽をしており、今年
の 8 月 25 日には、神奈川県立音楽堂で第
3 回目になる東京公演を持ちます。メンバー
には「セシル・コール」創立メンバーの一
員である鎌田（内藤）弥生さん、谷川（園田）
恵子さん、それに永見昌代さん、「コール・
クヴェレ」の西田聖子さんも参加しており、
学生時代の出会いが今も続いていることの
幸せを味わっているのです。
　ハンドベル部の OG・OB は「ベル・フェ
リーチェ」を結成、今年の 9 月 23 日には、
九州ハンドベルフェスティバルに参加します。
　「梅光は機械を使わない教育」の言葉は今
の機械いっぱいの世の中では通用しないで
しょうが、私にとりましては、神よりの啓
示とも思われる一言として、今もそうあり
たいと思っています。

ハンドベル部OG・OB グループ「ベル・フェリーチェ」

「セシル・コール」＆
「コール・クヴェレ」の
ジョイントコンサート

合唱部「セシル・コール」創部メンバーのひとり
森田美智子さん（大 9 日）と
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͕྆ࠗɻࢲͷͱɻ
ɹڣ͖ٽͿࢲΛ๊͕͑ɺདͰͬ
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সإͳͱ͠ͱ͖ͳ͍͞ʯͱݴΘΕɺͦΕ͔
Β࡞ΓসإΛ͍ͯ͠·ͨ͠ɻ

岡崎　郁子（高 14）

「光の子らしく歩きなさい」
（エペソ人への手紙 5 章 8 節）

ɹͦΜͳ࣌ɺখֶߍ �ͷ୲ͷઌੜ͔Β
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ͳ͘ɺࣗͷ৺ͷதͰੜ·ΕΔͷͩͱؾ
͔ͮ͞ΕɺࠓͰࢠͲଙͨͪʹखࢴΛ
ॻ͘ͱ͖ޙ࠷ʹʮޫͷࢠΒ͘͠า͖ͳ͞
͍ʯͱॻ͍͍ͯ·͢ɻ

心に残る聖句

ご　挨　拶
中田　早苗

代表理事（会長）

ɹ2�2�ʢྩ̒ʣΑΓදཧࣄΛഈ໋
͍ͨ͠·ͨ͠ɻ
ɹؙࢁͷࣷߍʹ࡙͖ཚΕΔ࿈ᠸͷԼΛڭ
͔ࣨͨͬͷ͑ࢥੈلલͷ͜
ͱɻؔւڦΛݟ͠ɺࢣʹಋ͔Εɺ༑
ͱޠΓ໌͔ͨ͠ʑɻ͋ͷɺ͋ͷ࣌ɺ
ɺͷલʹ͋ΔͰࠓඳ͍ͨະདྷɺ͍ࢥ
͠ΐ͏͔ɻͦΕಉ૭ੜҰਓͻͱΓҟͳ
Δ͜ͱͰ͠ΐ͏ɻҟͳΔಓΛา͏ͱ
ʮޫͷࢠΒ͘͠าΈͳ͍͞ʯͷ͑ڭɻͦͷ
കޫͷਫ਼ਆಉ૭ੜҰਓͻͱΓͷதʹଉ
͍͍ͮͯΔͱ৴͡·͢ɻ
ɹಉ૭ձ๏ਓԽ͔Β׳Εͳ͍ӡӦʹߦࢼ

ͷҰ͕ա͗ɺ͜Ε͔Βಉ૭ੜޡࡨ
ͷظʹԠ͑Δ๏ਓͱͯ͠ͷମ੍Λ͑
Δ͜ͱΛ໋ͱͯ͠·͍Γ·͢ɻ
ɹɺ՝ͷղܾͷऔΓΈʹࣾ
һΛ͡Ίɺಉ૭ੜΈͳ͞·ͷӥͱ࣮
ફͷ͓ྗఴ͔͑ܽͤ·ͤΜɻಉ૭ձҰ
ؙͱͳͬͯਐΊΔͨΊɺ͝ྗڠͷ΄ͲΑ
Ζ͓͍͍ͨ͘͠͠ئ·͢ɻ
ɹຊಉ૭ੜΈͳ͞·ʹʮձһͷू
͍ʯΛ͡Ίɺ͝ूࢀͷػձΛଟ͘ઃ͚ɺ
૬ޓͷަྲྀΛਤΓ͍ͨͱଘ͡·͢ɻ
ɹ͓ʹ͔͔ΔΛट͓ͯͪ͠ਃ͠
͋͛·͢ɻ

ɹ2�2�ʢྩ̒ʣΑΓදཧࣄΛഈ໋ɹ2�2�ʢྩ̒ʣΑΓදཧࣄΛഈ໋ɹ2�2�ʢྩ̒ʣΑΓදཧࣄΛഈ໋ɹ2�2�ʢྩ̒ʣΑΓදཧࣄΛഈ໋ɹ2�2�ʢྩ̒ʣΑΓදཧࣄΛഈ໋ɹ2�2�ʢྩ̒ʣΑΓදཧࣄΛഈ໋

※今回から、同窓生のみなさんの心に残る聖句についての想いを寄せていただく企画になりました。
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恩 師 は 現
い

在
ま

倉本　昭
（梅光女学院大学・梅光学院

大学文学部日本文学科教授
1997年～2023年在職）

鈴木  博行
（中高／社会教員
 1977年～2012年3月在職）

ɹࡏݱɺ͞͵͖ࢤࢢʹ͋Δಙౡจཧେֶͷจ
ֶ෦ຊจֶՊͰڭฬΛͱ͍ͬͯ· ɻ͔ࣷ͢ߍ
Βౡ͕ͬ͘ ͖Γͱ͑ݟ· ɻ͢͜͜ݯฏ߹ઓΏ
͔ΓͷɻϚϯϗʔϧͷσβΠϯ༩Ұͷઔͷ
తͰ ɻ͢ԼؔͷਓؒͰ͔͢Βɺจֶ࢙ͷٛߨͰ
ʰฏՈޠʱ҆ಙೖਫͷͩ͘ΓΛऔΓ্͛ɺઌఇ
ͷ༝དྷɺখઘീӢͷʮࣖͳ͠๕Ұʯࣥࡇ චൿ
ʹ৮Ε·͠ ͨɻͦͷ༦ɺ͔࠺Β̣̝̠ͷேυ
ϥʹീӢ͕࠺ͱΓ͋͛ΒΕΔใΛಘͯɺڻ
͖·ͨ͠ɻ
ɹകޫͰതֶؗ՝ఔʹؔͨ͜͠ͱ͔Βɺ
༺యಡղʹԠݹΛࢹΛ͡Ίॾͷֶ࢙ྺ
͢ΔεΩϧΛֶͼɺ׆༻͍ͯ͠· ɻ͢h Ӊ࣏रҨ

ɹ͕࠺Α͘௨৴ൢചΛར༻͢ΔͷͰɺ͙͢ஈ
Ϙʔϧͷശ͕ཷ·ͬͯɺ͝Έࣺͯͷ࣌ʹʮେ
มͩͳʯͱ͍͏͍ࢥΛ͍ͭͯͬ࣋͠·͏ͷͩ
͕ɺղମͯ͠·ͱΊΔͱͨͬࢥ΄ͲਹுΒ
ͳ͍ɻ৺͝ͱಉ༷Ͱɺʑཷ·ΔͱɺͲ
͔͜ΒखΛ͚͍͍͔ͯΘ͔Β్ͣํʹΕ
ͯ͠·͏͕ɺҰͭͻͱͭযΒͣରԠ͍ͯ͘͠
ͱɺҙ֎ʹ͏·͘ॲཧͰ͖Δɻ
ɹ༑ਓ͕ܰτϥΛӡస͍ͯͨ࣌͠ɺ͕ࣛंʹ
ಥਐͯ͠དྷͨɻආ͚Α͏͕ͳ͘ɺ͔݁ͯͬ
ํେഁଛͰഇंͱͳͬͨɻ͔ࣛͩΒंہ

ޠʱʹɺ҆ഒ໌͕ཪͰᬍͨ͠Πέϝϯ
ଂਓগকΛɺҰ൩๊͖͠Ίͯढᨊ͔ΒकΔ͕
͋Γ· ɻ͢ࢲͲ͏͠ ͯࢁ㟒ݡਓ͞ΜʢөըͰ
໌Λԋ͡ΔʣͷΑ͏ͳ໌ΛΠϝʔδ͠·͢͠ɺ
ֶੜͦ͏ͩͬͨͰ͠ΐ͏ɻͱ͜Ζ͕هݹʹͯ
Βͤɺಓ͔Βཪʹݺͼग़͞ΕΔࠒ ��
Ͱ͋ͬͨͱ͓΅͠ ɺ͘ͷΠϝʔδ͕มΘΓ·
ɻ͢໌͕ࣨߖͷๅΛ࠶ੜͨ͠Λࣗຫ͛ʹ
೦ͳ໌૾Λఏ͔ΒɺͪΐͬͱهΔޠ
ࣔͯ͠ Έ·͠ ͨɻ
ɹࠓ͖ࠤ౻ହਖ਼ઌੜͱాٶ�ঘઌੜͷࠢޚ
͕ɺ·ͩ·ͩະख़ͱۤস͞Ε͍ͯΔͰ͠ΐ͏ɻͦ
ͷ͓;ͨΓ͕ɺ͔ͭͯകϲಕ͔Βࢢʹ͏͔
Βͬ͠Ό͍ͯ͑ࢌಿͷ༦ཅΛڹͷதͰɺं༺ߍ
͍·͠ ͨɻͪ͜ΒͰؼΓͷిं͔ΒݟΔɺౡͷ
͋ͳͨʹΉ༦ཅಉ͡Α͏ʹ͖Ε͍Ͱ ɻ͓͢;
ͨΓͷࢌ୰ͷ͕ࠓ৺ʹͯͬ ͍· ɻ͢

͕ͳ͍Ͱࡁ·͞Εͳ͍ɻۚੜऀ׆ʹͱͬ
ͯ௧खͰ͋ΔɻࣛΛࣤΖ͏ͱ͕ͨͬࢥɺಀ
ͯ͠͠·ͬͨɻͰ༑ਓ͞΄Ͳམͪࠐ·
ͳ͔ͬͨɻΪϟάͷ࿈ൃͰͦΕΛΓӽ͑ͯ
͍ͬͨɻ
ɹΛऔΔͱਏ͍͜ͱ൵͍͜͠ͱ͕ଟ͘ͳ
Γɺੜ͖Δͷ͕͖ͭ͘ͳΔɻͦͷͱ͖ɺए͍
ڧॻʹ৮Εͨ͜ͱ͕Έͳ͞Μʹͱͬͯʹ࣌
ΈʹͳΔɻʮ໌ͷ͜ͱ·Ͱ͍ࢥΉͳɻ໌
ͷ͜ͱ໌ࣗΒ͕͍ࢥΉɻͦͷͷۤ࿑
ɺͦͷ͚ͩͰेͰ͋ΔɻʯʢϚλΠ �ɿ��ʣ
ɹੜ͖͍ͯΔ͜ͱɺͦΕࣗମ͕େ͖ͳܙΈͰ
͋Δɻͬͱੜ͖͍ͨͱͯͬࢥɺͦΕ͕
Θͳ͔ͬͨਓଟ͍ɻͲ͏ͤੜ͖Δͷͩͬͨ
Βɺָ͘͠ϢʔϞΞΛͬͯੜ͖·͠ΐ͏ɻ
ɹࢲ͘ 2� ࠓଓ͚͖͕ͯͨɺ͍ݴͱࡀ ��
ͷ੨य़ͩͬͨɻͨࢲͳ͍ͬͯΔɻകޫ͕ʹࡀ
͘͞Μͷੜెʹॿ͚ΒΕͨɻ͋Γ͕ͱ͏ɻ
ɹࣛΛഇंͱ͔͚ͨͷ͕ͩʜʜɻ

はいしゃ
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卒業生の近況
実際を見ること

人生第二章
カフェを始めました

日高　千晶
（大日 42・院前日 38・

後日 22）

谷崎　真子（短日 17）

ɹࡢୀ৬͠ɺཆڭޢ་ͷ໔ڐऔಘͷͨΊ
ʹभͷେֶʹ௨͍࢝Ί·ͨ͠ɻകޫͰ
ҬจԽڀݚΛઐࢲ͍ͨͯ͠߈Λ͍ͬͯΔ
ํʑ͔Βʮͳͥʁʯͱ͔ڻΕΔ͜ͱ͋
Γ·͢ɻ
ɹകޫֶࡏதɺܙ·ΕͨڥԼͰลҰ
༤ઌੜɺຊ�তઌੜͷ͝ࢦಋͷͱɺ֖

ㆵ㆟ㆈㆂ
Ҫ

ౡ
㆘ㆾ
ͷࢁϊਆਆࣄ

ㆄㆤ ㆂ
ͷޒਆਆࣄɺ࠽

ਆࣾͷםਆࣄͳͲɺࣗͷֶͼ͍ͨ͜ͱ
ΛଘʹֶͿ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ͜ͷΑ͏
ʹॻ͘ͱɺ͏ҬจԽڀݚΓͬͨ
ͱ͍͏͜ͱͳͷ͔ͱࢥΘΕͯ͠·͍ͦ͏Ͱ
͕͢ɺ·ͬͨ͘ڵຯਚ͖ͣɺಠࣗʹϑΟʔ
ϧυϫʔΫΛࢽڀݚ͍ߦͷߘɾൃදΛ

ɹࠓ݄̐ʹओਓͷ࣮ՈΛηϧϑϦϊϕʔ
γϣϯͯ͠ΧϑΣΛΦʔϓϯ͠·ͨ͠ɻ
ɹٛٛͷ͖ޙɺൟ͘௨ͬͯՈͷख
ೖΕΛԿͯ͘͠Ε͍͕ͯͨ॑ӡస໔
͕ࣗࢲʹΛฦೲ͢Δ͜ͱʹͳΓɺΘΓڐ
͔ΒंͰ ɺআย͚ʹ௨ͬؒ࣌�
͍ͯΔ͏ͪʹɺࣗવ๛͔ͰͷͲ͔ͳ෩ܠʹ
༊͞ΕɺాΜ΅ാ͋Δ͜ͷՈͰԿ͔࢝
ΊΒΕͳ͍͔ʁͱ͍࢝ࢥΊ·ͨ͠ɻ
ɹ�ਓͷࢠҭͯͻͱஈམͯ͠ɺ͜Ε·Ͱ

ଓ͚͍ͯ·͢ɻ
ɹίϩφՒͰɺਆࣄͷଟ͕͘தࢭɾॖখ
ͯ͠͠·͍ɺകޫͰͷʑΛ;ͱջ͔͘͠
ग़͢͜ͱ͕ଟ͋͘Γ·ͨ͠ɻͦΕͱಉ͍ࢥ
Λؒ࣌Α͏ͳ͜ͷͨͬ·ͯͬ͠·ࢭɺʹ࣌
ಈ͔͞ͳͯ͘ͱɺࣗʹͰ͖Δ͜ͱԿ
͔Λ࢝͑ߟΊ·ͨ͠ɻ
ɹྺ࢙จԽΛௐΔࡍʹॏཁͳͷɺͦ
ͷෝ͘͜ͱͰ͢ɻകޫͰઌੜํ͔Β
ֶΜͩͷɺ·ͣʮ࣮ࡍΛݟΔ͜ͱʯͩͬ
ͨͱ͍ࢥ·͢ɻ͜Εཆڭޢ་ʹ͓͍ͯ
ඞཁෆՄܽͳεΩϧͰ͋Γɺۙʮଟ༷ੑʯ
ͱ͍͏ݴ༿͕ͻͱΓา͖͍ͯ͠Δੈͷதʹ
͓͍ͯɺͣ͑ߏʹ૬खΛݟΔ͜ͱͱͯ
େʹͳ͖ͬͯ·͢ɻ
ɹࠓɺԼͷಉڃੜͨͪʹғ·Εͳ͕Βɺ
ຖतۀ࣮शʹ͘͠औΓΜͰ͍·͢ɻ
͜Ε·Ͱͱڥਵͱҧ͍·͕͢ɺകޫ
Ͱͷֶͼ͕ͳ͚ΕɺଔޙۀվΊͯཆڭޢ
་Λޛ֮͢ࢦΛͯ࣋ͳ͔ͬͨͱ͍ͯ͡ײ
·͢ɻ

ֶΜͰ͖ͨఱવە
߿Λ߬ൃͨͬ
ௐຯྉͰମͷت
Ϳ͓ྉཧΛ৯
ͯΒ͑Δډ৺

ͷྑ͍ॴΛ࡞Γ͍ͨɻΧϑΣΛ։͜͏ʂɹ
ͱͳΓ·ͨ͠ɻ
ɹؐྐྵΛա͗ͨओ්ͷແͱ͑ࢥΔઓɺ
ӦڐۀՄΛऔಘ͢ΔͳͲΒͳ͍͜ͱ͔
ΓͰ͕ͨ͠ɺՈ༑ਓͷखॿ͚͋Γɺ
ͳΜͱ͔։ళ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻࢠͲ
ͷ͔ࠒΒԿ͕ಘҙͱ͍͏͜ͱͳ͘ա͝
͍ͯ͠·͕ͨ͠ɺࠓɺͦͷશ͕ͯੜ͔͞Ε
͍ͯΔΑ͏ͳ͍͕ͯ͠ؾ·͢ɻ
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ɹՈͷാۙॴͷݟ͕༷ͪͨ࢞Δʹ͔ݟͶ
ͯΛཱ͕ͯͯࡊऔΕΔΑ͏ʹͯͩ͘͠
ͬͨ͞Γɺళʹ০Δ͓Ֆ͓ࡊΛͬ࣋
͖ͯͯͩ͘͞Δɻ͜ͷொʹਓͷ͍ͳ͍ࢲ
ʹΘͬͯνϥγΛ͓ͬͯళͷհΛ͠
ͯͩͬͨ͘͞ΓɺΈͳ͞Μͷྗఴ͑ͷ͓ӄ
ͰԿͱ͔ຖΛૹΕ͍ͯ·͢ɻ
ɹถ࡞Γͷݧܦͷͳ͍ࢲͰ͕͢ɺॿ͚Λआ
Γͳ͕Β �݄ʹख২͑Ͱͷా২͍͑ߦ

·ͨ͠ɻແༀແංྉͷҴ࡞ʹઓ͠ɺ�
݄ʹҴמΓͰ͢ɻ
ɹࣗͻͱΓͰͰ͖Δ͜ͱগͳ͍͚ΕͲɺ
୭͔ͱखΛऔΓ͋
͑Ͱ͖Δ͜ͱ
ָ͍͜͠ͱ͕૿͑
͍ͯ͘ͷΛɺتͼ
ͱڞʹ͠Έ͡Έͱ
ɻ͢·͍ͯ͡ײ

ニューヨークでの留学生活

渡邊　奈瑠
（高 70・音 42）

ɹࢲࠓɺχϡʔϤʔΫʹ͋ΔϚϯϋολ
ϯԻָӃͷେֶӃʹֶੜͱͯ͠ࡏ੶ͯ͠
͍·͢ɻຊͰͣͬͱ͝ࢦಋΛాݪͨͬࣀ
ҰઌੜɺͷΑ͏ͳԹ͔͞ͱύϫϑϧ
͞Λͨͬ࣋ϧʔγʔɾϩόʔτઌੜͷϨο
εϯΛड͚͍ͯ·͢ɻͦͯ͠ � ݄͔Β
χϡʔϤʔΫϑΟϧϋʔϞχοΫͷट੮෭
ίϯαʔτϚελʔͷγΣϦϧɾεςʔϓ
ϧઌੜΒͷͱͰษڧΛ͠·͢ɻ
ɹΞϝϦΧͷֶߍ̍ͷ͏ͪ � ϱ݄
ͷԻࠃΛར༻ͯ͠ଞؒظΈͳͷͰɺͦͷٳ
ָϑΣεςΟόϧʹࢀՃͨ͠ΓɺຊͰί
ϯαʔτ׆ಈΛ͍ͯ͠·͢ɻݝޱࢁݩͰ
ओʹϰΝΠΦϦϯɾϐΞϊσϡΦ l%VP�
/BSVz ͱͯ͠ɺകޫͰग़ձͬͨ໐୩ᣈ༎ࢠ
͞ΜͱʹҰճ΄Ͳίϯαʔτ׆ಈΛͯ͠
͍·͢ɻ
ɹֶΦʔέετϥͰίϯαʔτϚε
λʔͷݧܦΛ͍͍ͤͯͨͩͨ͞Γɺੈքత
ʹ༗໊ͳϰΝΠΦϦχετͷϚελʔΫϥ

εΛड͚ͨΓͱɺͨ͘͞ΜͷݧܦΛੵΜͰ
͍·͢ɻߍʹݸ�ͷύϑΥʔϚϯεϗʔ
ϧ͕͋Γɺ�݄ʹιϩίϯαʔτͷػձ
͋Γ·ͨ͠ɻ
ɹ͞·͟·ͳจԽ͕ࠞ͟ΔχϡʔϤʔΫʹ
ཹֶͯ͠Ұ൪ऒ͔Εͨͷ͕ΦϖϥͰ͢ɻ
ຊʹΦϖϥϋε͕ͳ͘ɺ͋·Γۙʹ
Δ͜ͱͷͰ͖ͳ͍ΦϖϥͰ͕͢ɺχϡʔ͡ײ
ϤʔΫʹϝτϩϙϦλϯՎ͕ܶ͋Γɺ
·ͨϚϯϋολϯԻָӃͰੜె͚ͩͰ࡞
ΔΦϖϥެԋ͕ʹ �ճ͋Γ·͢ɻΦϖϥ
ͰՎʹɺ͕͕͖ࣖͪߦͰ͕͢ɺؒͷ
ΦʔέετϥͷԻͷૉΒ͠͞ʹຖճྦ͕
ҲΕ͖ͯ·͢ɻ͍͔ͭࢲͦͷΑ͏ͳԻͷ
ҰһʹͳΕΔΑ͏ ɺʑྗΛଓ͚͍ͯ ·͖͢ɻ

メトロポリタン歌劇場にて
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社員総会報告 議事録はホームページで閲覧できます

◆ 2023年度　第 3 回社員総会

◆ 2024年度　第 1 回社員総会

◆ 2024年度　第 2 回社員総会

2024年2月18日（日）

2024年4月14日（日）

2024年7月28日（日）

議案 1 「第二期社員募集」については社員に協力を要請。

議案 2 「同窓会奨学金制度」は就学困難となった者への奨学金とし、全中高生を対象と
する。
規約の詳細を継続審議。

議案 3 「法人化記念講演」については 2025年春頃に実施することに決定。詳細を継続
審議。

議案 4 学院との「建物使用貸借契約」については、同窓会の所有権・占有権を主張
していく。

議案 5 「能登半島地震への寄付」については梅光の精神にかなったものであり、社員の
賛同が得られた。

議案 1 「令和 5 年度行事報告・会計報告」「令和 6 年度行事計画・会計予算案」を承認。

議案 2 「同窓会奨学金制度」について理事会提出の規約案を承認。

議案 3 学院との「建物使用貸借契約」について経緯報告。

議案 4 「法人化記念講演」の講演者について質疑・応答の後、決定。詳細を継続審議。

報告 1 「能登半島地震への寄付」は日本キリスト教協議会を通して100万円送金済。

議案 1 メモリアルデーは梅光らしい行事であり、参加人数が少なくても趣旨を守り続
けていくことが大切だが、日程や内容について検討していく必要がある。

議案 2 「同窓会誌第 2 号」「法人化記念講演」「第 2 回会員の集い」についてそれぞれ
進捗状況が報告、承認され、継続作業となった。

議案 3 学院との「建物使用貸借契約」については今までの同窓会の姿勢を継続するこ
とで承認。

【議案審議報告】

【議案審議報告】

●第一期代表理事退任あいさつ。第一期退任社員代表あいさつ。
●第二期社員紹介。新理事会役員選出・紹介。

【議案審議報告】
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2023年度会計報告
2023（令和 5）年度会計報告

貸　借　対　照　表

2024（令和 6）年度会計予算案
科　　目 2023年度予算 2024年3月末決算 差　　異

収入の部
終身会費取崩し

繰入収入 9,379,800 5,414,233 −3,965,567

入 会 金 40,000 18,000 −22,000
集 い の 会 会 費 0 194,000 194,000
受 取 利 息 1,200 1,113 −87
施 設 利 用 料 0 0 0
運 営 費 収 入 1,000,000 1,867,670 867,670
寄 付 金 収 入 50,000 0 −50,000
収 入 計 10,471,000 7,495,016 −2,975,984

支出の部
消 耗 品 費 500,000 76,543 −423,457
給 与 手 当 費 1,600,000 1,282,919 −317,081
旅 費 500,000 218,520 −281,480
通 信 費 2,000,000 1,777,961 −222,039
印 刷 費 2,500,000 1,777,640 −722,360
行 事・ 集 会 費 2,000,000 400,060 −1,599,940
交 際 慶 弔 費 200,000 44,320 −155,680
修 繕 費 0 7,700 7,700
雑 費 50,000 6,528 −43,472
光 熱 水 費 70,000 74,817 4,817
リ ー ス 費 300,000 276,310 −23,690
租 税 公 課 21,000 21,000 0
寄 付 金 支 出 0 1,000,000 1,000,000
教育支援寄附金 200,000 0 −200,000
支 部 支 援 金 0 0
グ ッ ズ 製 作 費 200,000 0 −200,000
広 告 宣 伝 費 0 66,000 66,000
支 払 報 酬 費 330,000 464,698 134,698
支 出 計 10,471,000 7,495,016 −2,975,984

科　　目 2023年度予算案 2024年度予算案 差　　異
収入の部
終身会費取崩し

繰入収入 9,379,800 8,956,000 −423,800

入 会 金 40,000 10,000 −30,000
集 い の 会 会 費 0 200,000 200,000
受 取 利 息 1,200 11,000 9,800
運 営 費 収 入 1,000,000 1,700,000 700,000
寄 付 金 収 入 50,000 0 −50,000
収 入 計 10,471,000 10,877,000 406,000

支出の部
消 耗 品 費 500,000 150,000 −350,000
給 料 手 当 費 1,600,000 1,500,000 −100,000
旅 費 500,000 500,000 0
通 信 費 2,000,000 2,500,000 500,000
印 刷 費 2,500,000 2,000,000 −500,000
行 事・ 集 会 費 2,000,000 2,500,000 500,000
交 際 慶 弔 費 200,000 200,000 0
雑 費 50,000 50,000 0
光 熱 水 費 70,000 90,000 20,000
リ ー ス 費 300,000 300,000 0
支 払 報 酬 費 330,000 500,000 170,000
教育支援寄付金 200,000 0 −200,000
奨学金基金準備金 0 500,000 500,000
支 部 支 援 金 0 0 0
広 告 宣 伝 費 0 66,000 66,000
租 税 公 課 21,000 21,000 0
グ ッ ズ 製 作 費 200,000 0 −200,000
支 出 計 10,471,000 10,877,000 406,000

現 金 405,613 終 身 会 費 60,391,955
預 金 63,392,691 預り金終身会費積立金 3,248,964
前払金 1,560 未 払 金 158,945

63,799,864 74,525,654
�ʢ2�2�ʣྩه্ �݄ܾٴࢉͼିआରরදͷձࠪܭʹؔͯ͠ாɾূጪॻྨΛࠪ
͍ͨ͠·ͨ͠ɻ߲ࣄࡌه͓͍ͯͮجʹ࣮ࣄΓదਖ਼Ͱ͋Δ͜ͱΛೝΊ·͢ɻ

（単位：円）

令和6年3月31日

（単位：円）

注1）
注2）

注3）
注4）
注5）

注6）

注7）

注1）修繕費は、三和印刷に依頼している同窓会ホームページの修正費用
注2）雑費は、主に送金手数料
注3）リース費は、コピー機レンタル用・Wi-Fi 利用料・

三和印刷レンタルサーバー料
注4）租税公課は、山口県の法人県民税均等割
注5）寄付金支出は、2024年1月1日に発生した能登半島地震への寄付金
注6）広告宣伝費は、三和印刷に依頼している同窓会ホームページの管理料
注7）前払金は、2024年度経費の会場費 1,560円

未払金は、3月分給与手当 137,945円と県民税均等割 21,000円の
合計額

以上36名の社員により、役員10名と代表理事（会長）の選出が行われました。
• 代表理事（会長）／中田早苗　　• 副代表理事（副会長）／藤原敦子・山下雅子
• 監事／越智咲子・濱谷静枝　　　• 理事／秋山和代・磯谷由美・今道裕美・江原千花・片山宣子

秋山　和代 （福岡県・大 22日）
飯沼菜保美 （千葉県・高 21）
石川美奈子 （山口県・高 38・短 23英）
磯谷　由美 （山口県・高 25・大 7英）
今道　裕美 （島根県・高 42・短 26日）
江原　千花 （山口県・高 66）
大塚　篤子 （山口県・高 3）
越智　咲子 （福岡県・高 18）
柏原　直美 （山口県・高 20）
片山　宣子 （山口県・高 19・大 1日）
木村　加代 （福岡県・高 17）
桑野　陽子 （福岡県・高 33）

第二期社員一覧（2024年4月～2026年3月） ＊ 50音順

齊藤　香子 （福岡県・高 17）
笹倉せつ子 （山口県・高 20）
柴田　　稔 （山口県・大44英・院前40英）
杉野かおり （福岡県・高 44・大 26語）
武田　祐子 （福岡県・大 15日）
谷崎　眞子 （福岡県・短 17日）
遠山　博野 （福岡県・高 16・短 1英）
時山　響子 （東京都・中 25）
德海　愛子 （山口県・高 25）
土肥　智子 （福岡県・高 26・短 11英）
中岡　恭子 （福岡県・高 36）
中田　早苗 （神奈川県・高 28）

中村　祥子 （山口県・大 19日）
永見　昌代 （福岡県・大 20日）
錦戸美佐子 （福岡県・高 25）
橋谷真由美 （東京都・高 45・大 27語）
濱谷　静枝 （山口県・高 10）
福田　信子 （兵庫県・高 33）
藤原　敦子 （山口県・高25・大7日・院前2日）
森田美智子 （長崎県・大 9日）
梁樹　泰運 （福岡県・大 51文）
山下　雅子 （山口県・高 14）
山本　顕子 （福岡県・大 36日）
吉河　美江 （山口県・高 35）



ɹകޫֶӃಉ૭ձ12ࢽ 第 2号

梅光メモリアルデー

今年も7月4日（木）に 2024年度梅光メモリアルデーが
開催されました。
当日お話いただいた中島共生牧師の説教を抜粋して
ご紹介します。全文は同窓会ホームページに掲載して
おりますので、ぜひご覧ください。

「最期の言葉」　　日本福音ルーテル下関・厚狭・宇部教会　中島　共生
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2023年度運営費寄付者名 （2023年4月1日～
2024年3月31日までの受付）

単位：千円
合計 1,867,670円Έͳ͞·ͷ͝ࢧԉʹ৺ΑΓँײਃ্͛͠·͢ɻ

旧職 巻幡清子 1
旧職 武原　弘 9
旧職 小山禎子 2
旧職 中野節子 3
旧職 佐藤保子 5
旧職 岩本康子 9
旧職 中山　敦 3
旧職 白澤弘子 3
旧職 岡野千代子 6
旧職 平野　清 3
旧職 力丸　晃 10
旧職 吉津成久 9
旧職 向尾千重子（樋口） 3
旧職 安冨惠子 2
旧職 安冨俊雄 12
旧職 名切元貴美子（城） 3
旧職 島田裕子 3
梅13 杉村みつ（杉村）【故】 300
梅23 飯豊スミヱ 39
梅28 下川辺郁子（緒方） 3
梅28 三河内恒野（山田）【故】 3
梅31B 阿部敬子（冨田） 3
梅32 前田朱美（図師） 15
梅35 西井勢津子（網矢） 3
高1 伊藤幸子（播川） 6
高2 大社淑子（大社） 3
高2 岡田佳津（原田） 3
高2 小須田玲子（藤津） 3
高3 大塚篤子（阿美谷） 5
高3 堀百合子（後藤） 3
高4 異儀田武子（異儀田）【故】 10
高4 村上睦子（上田） 3
高5 三代　緑（一色） 3
高5 小川和子（稲田） 3
高5 松井栄子（稲村） 3
高5 久木田紀子（久木田） 3
高5 平良美代（平良） 30
高6 豊田泰枝（岡本） 3
高6 塩原栄子（川崎） 3
高6 正井満里子（坂川） 3
高6 谷　洵子（沢） 9
高6 東原美智子（藤井） 10
高6 山田真枝（宮崎） 10
高6 志熊久明子（船木） 3
高7 清水明美（石丸） 2
高7 得本圭子（磯部） 3
高7 中野由己子（高橋） 13
高7 原口ふさ（成田） 3
高7 田中彰子（長谷川） 10
高7 曽田邦子（馬場） 3

高7 田中美代子（古野） 10
高7 三輪節子 3
高7 行村君子（村岡） 3
高7 八木君絵 6
高8 岡田静子（江島） 5
高8 高橋宏子 30
高9 小園美智子（池田） 3
高9 安藤清子（菊谷） 3
高9 松岡郁子（田原） 5
高9 森田公子（野間） 3
高10 大嶋多嘉子（岡田） 3
高10 望月貴美子（坂野） 3
高10 三好久美代（中野） 9
高10 田中美紗子（長尾） 3
高10 神原満子（波多野） 10
高10 濱谷静枝 5
高10 津田敬子（宮崎） 9
高11 西田憲子（伊藤） 3
高11 吉永英子（高橋） 10
高11 堀内紀代子（立石） 3
高13 小畑京子（伊藤） 3
高13 叶屋睦子（片村） 9
高13 武内信恵（武内） 3
高13 赤城晴美（藤井） 9
高13 續木千加代（船津） 3
高13 横田伸子（堀越） 10
高13 松本弘子 5
高13 家田京子（益田） 3
高14 植田幸子（坂野） 3
高14 白須美砂子 20
高14 瀬村初子 5
高14 尾崎貞子（中村） 5
高14 岡﨑郁子（西川） 3
高14 藤岡咲枝（藤岡） 5
高16 新納郁江（五島） 3
高16 秋山敏恵（寺岡） 3
高16 大原恭子（長谷川） 6
高17 田中展子（石田） 3
高17 中村俊子（岡） 3
高17 木村加代（木村） 3
高17 齊藤香子（堀越） 3
高18 森本トヨ子（岡村） 3
高18 原田瑞枝（北野） 2
高18 中沢真知子（香津） 20
高18 越智咲子（堀越） 3
高19 植田澄子（植田） 10
高19 河﨑百合子（坂本） 3
高19 松田ちづこ（山中） 10
高20 笹倉せつ子（小幡） 17.12
高20 安成百合子（竹田） 19

高20 松田美恵子（松田） 3
高21 来見秀代（金嶋） 3
高21 金沢寿栄子（富下） 3
高21 内田佐知恵（間下） 30
高21 飯沼菜保美（山村） 30
高22 橋本淑恵（木村） 3
高23 中尾和子 3
高23 三由直美（中野） 3
高24 谷崎詔子（池田） 3
高24 村田小夜子（今橋） 6
高26 砂田みどり（佐竹） 3
高27 鈴木智子（柳井） 3
高27 横田のぞみ（山中） 6
高28 中川道子（塚本） 3
高28 中田早苗 10
高29 加藤喜久子（大田） 5
高29 佐藤久美（林） 3
高29 大隅ゆかり（山田） 3
高29 宮本まり子（山本） 3
高30 上垣内和子（松井） 5
高30音 明田恵美（四方田） 3
高31 貝本　幸（坪島） 9
高32 岩男晶子（鍋島） 20
高33 吉村純香（石井） 3
高33音 照屋　薫（原田） 3
高34 鈴木理恵（増山） 3
高35 西頭加織 3
高36音 中岡恭子（内尾） 3
高37 井上千絵子（佐藤） 1
高38 稲岡昭子（黒瀬） 3
高41 櫻井敬子 3
高43 植田みどり（梶間） 6
高43 安田理恵（松本） 6
高43音 高橋美絵（松岡） 3
高51 倉田亜紀（法常） 3
高52 青木裕美 3
高57 中村一姫 3
高57 松本由希 3
高67 山本仁子【故】 30
短英1 野村佐登美（郷） 6
短英1 阪本和子 3
短英1 遠山博野（山下） 3
短英1 高橋みどり（力丸） 3
短日1 谷川百枝（山本） 3
短日2 勝本智子（上野） 3
短日2 畠中節子（中島） 10
短英3 坂本敦子（吉野） 3
短日3 松村和代（堀江） 10
短英4 福田裕子（中村） 9
短英4 工藤和子（広重） 3
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短英4 大野美加子（益森） 3
短日5 大西恵子 3
短日5 森川順子（平山） 15
短英6 手島千恵子 3
短日6 島田好子（古賀） 6
短英7 岡村美子（高塚）【故】 5
短日7 鵜原津裕子（田中） 3
短日7 木村節子（椋梨） 3
短英8 川端佳子（梅田） 6
短英10 藤本淑子（桐原） 3
短英11 古見邦子（末武） 6
短英12 森　玲子（吉井） 3
短日12 五輪喜久子 6
短日12 末次啓子（内田） 3
短日13 田中恵美子（田中） 3
短日14 徳田恵里子 3
短英15 秋岡幸子（篠田） 3
短日15 谷田ゆかり（長岡） 17
短日15 島﨑千代子（古川） 3
短英17 有松直子（大山） 3
短英17 植木明子（岡村） 3
短英17 木村靖子（中野） 3
短日17 井本紀久子 10
短日18 小南敬子（津森） 6
短英20 井上悦子 3
短日22 平山るみ子（清水） 3
短日22 古谷かおり 6
短日25 本田美香（田原） 3
短日26 今道裕美 3
短日26 高橋直子（三原） 3
短日32 吉村真由美（岩田） 10
短コ4日 大澤宣子（髙橋） 3
大1日 梅尾澄枝（秋本） 3
大1日 片山宣子（清川） 30
大1英 古本順子（阿部） 9
大1英 宝辺静子（久保）　 3
大1英 徳永春子（槙本） 3
大2日 井上知子（林） 6
大2英 松井節子（山下） 3
大3日 田中幸子（田村） 3
大3英 内藤みゆき（白附） 3
大4日 志保みはる 3
大4英 中邑洋子（福田） 3
大4英 大寺和美（前田） 6
大5日 末武伸子（藤井） 10
大6日 平川典子（神峯） 3
大6英 郡司島節子（立岩） 3
大7日 栗原百代（田辺） 6
大7英 香月順子 50
大7英 磯谷由美（林） 10
大8日 中道順子（衛藤） 3
大9日 森田美智子（久原） 3
大9日 富田栄子（國米） 24
大9日 時岡範子（丹冶） 3
大10日 江藤京子（伊藤） 9
大10日 若山邦美（榎） 3

旧職 黒田　緑 2021
旧職（大22英）野口喜美子 2023.9.12
旧職　 角田義人 2024.1.6
梅13 杉村みつ 逝去日不明
梅17 安永房子（竹島） 2008.11.29
梅27 北森捨子（小山） 2023.5.1
梅27 平山静子（西山） 2023.12
梅28 矢野勝子（中村） 2023.4.19
梅29 笹田トシ子（清水） 2022
梅30 大房敦子（齊藤） 2023.8.12
梅31B 鈴木和子（谷口） 2023.3.22
梅31B 大谷御代子（寺田） 2023.1.2
梅32 前田朱美（図師） 2023.5.30
梅32 山本靖子（木谷） 2023.12.12
梅34 井上智恵子 2023.1
梅34 美間一枝（野久保） 2022.12.6
梅35 矢田慈子（加見） 2023.11.21
高2 福島芳江（御喜） 2022.12.27
高4 異儀田武子 2023.2.2

高4 豊田篤子（石川） 2023.2
高5 長田伊久枝（篠崎） 2023.10.23
高6 井川冨美子（政本） 2023.2
高7 清水明美 2024.3
高8 安田芙美子（関森） 2023.8.11
高9 西村冨久子（亀田） 2021.5
高10 杉山敏子（森重） 2023.9.3
高13 前田廣子（西島） 2023.2.3
高14 原　雪子（山添） 2023.9.6
高16 矢崎美夏子（清水） 2023.8.7
高21 海野麻美子（縄田） 2022.11.4
高21 内田佐知恵（間下） 2023.1.11
短英7 岡村美子（高塚） 2023.2
短英12 中井寿美（古川） 2023.1.14
大7日 越智芽久美（森山） 2023.6.14
大7日 沼野淑子 2023.3
大17日 松下友子 2020
大49人文（高67） 山本仁子 2023.11.5
中1 早川しづ子（森 ） 2023.3.22

卒業生総数
梅香崎
光　城
梅光（旧制）

高・中
短　大
大学・大学院
計

2024年3月31日現在

150
80

2,413

13,899
13,996
11,049
41,587

大11英 龍崎美香（龍崎） 15
大12英 赤瀬祐子 3
大13英 滝本あい子 6
大13英 矢野真理（山田） 3
大14日 相良桂子（尾畠） 3
大15日 中嶋まどか（二田水） 3
大15英 森元妙子（尾崎） 3
大16日 野見山百葉（末松） 3
大16日 植月明美（山下） 6
大16日 小川滋子（山本） 3
大16日 土河美枝子（吉本） 10
大18語 江後紀久子 3
大18語 河野行子（藤田） 3
大19語 畠中由紀（伊藤） 3
大20日 中田千尋（松島） 3
大22日 秋山和代（酒見） 9
大22日 坂口三佳子（広田） 3
大22語 久保和子（橋本） 3
大24英 藤村香子（岡井） 3
大24英 冨田志保 3
大25日 永野実芳 3
大25語 篠崎亜紀子（越智） 3
大26語 杉野かおり（秋山） 3
大28日 大久保美帆 6
大40英 垣田幸代 3

大43日 岩田英子 3
院前英1 尾川公子（川原）　 3
院前日2 澤田雅子（北村） 3
院前日2 藤原敦子（三浦） 26
院前英2 横山　東 3
院前日3 林田千惠子（蔦） 3
院前英4 吉川比登美（吉永） 3
院前日10 澤山淑子 3
院前日10 中村睦美 3
院前日15 久保田智栄子（今井） 3
院後日3 米谷悦子 12
博士 野口有紀子（濱田） 3
博士日 鐘　俊梅 3

トクトミ　カズコ 1
隣人の行方制作陣 21.15
匿名 6.6
匿名 10
匿名 3.8

6月17日  第1回「会員の集い」時の寄付 58
井関久江 井本紀久子
河﨑百合子 北城戸朋子
志保みはる 高橋万季子
谷黒　睦 遠山博野
中薗桂子 福田信子
宮本まり子
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一 般 社 団 法 人 梅 光 学 院 同 窓 会
〒7 5 0 - 8 5 1 1 　 下 関 市 向 洋 町1 - 1 - 1
T E L .  0 8 3 - 2 2 7 - 1 1 1 1
編 集 発 行 人 　 中 　 田 　 早 　 苗
E - m a i l : i n f o ＠ b a i k o . n e t
印 　 刷 　 株 式 会 社 三 和 印 刷 社
〒7 5 2 - 0 9 2 7 　 下 関 市 長 府 扇 町9 - 1

◆一般社団法人梅光学院同窓会誌第 2 号を発
行いたします。第１号発行後、多くの会員
のみなさまからご意見をいただきました。

「写真が多く、カラーで読みやすい」
　「読み物が少なく物足りない」等々。
　そして、今回お届けした 2 号となりました。
◆すべての会員に同窓会のお知らせや活動報

告を届けられるのは、現在のところ同窓会
誌のみです。今後ともより充実した誌面づ
くりに努めてまいりますので、ご意見やご
協力のほどよろしくお願いいたします。

◆ホームページで閲覧するので同窓会誌の郵送
が不要の方は、メールにてお申し出ください。

同窓会事務局開室
毎週火・金

13：00～16：00

同窓会運営費寄付のお願い
　いつも運営費寄付にご協力いただきあ
りがとうございます。
　現在、同窓会員の増加を図ることが難
しく、会費徴収がかつてのようにできま
せん。卒業式当日に書面での呼びかけを
続けていますが、入会希望者はごくわず
かです。
　同窓会は運営費寄付と会費収入で活動
しています。値上がりのニュースが毎日
のように続く昨今ですが、1000円から
の寄付も受け付けています。同封の振込
用紙で振り込みできます。また同封用紙
なしでも随時ゆうちょ銀行からの振り込
みもできます。
　みなさまのご協力を心よりお願いいた
します。

【お振込み先】
一般社団法人梅光学院同窓会

郵便局振替口座記号番号
01520-6-13100

2024年度　一般社団法人梅光学院同窓会

第2回「会員の集い」のご案内

2024年12月1日（日）
場所／シーモールパレス  エメラルドの間

会費／2,000 円
受付／12：30 ～   開会／13：30 ～ 締め切り　11 月 15 日（金）

今年度の「会員の集い」は、クリスマス礼拝と茶話会の形で開催します。
礼拝後は音楽を楽しむ企画を準備しています。乞うご期待！
みなさまのご参加をお待ちしております。

※プログラムの詳細については追ってホームページにてご連絡いたします。

同窓会誌に同封の振込用紙にて
お願いいたします。

ホームページ
https://baiko.net

2025年度
梅光メモリアルデーのご案内
日時／ 2025年7月4日（金）
　　　午前 10 時より
場所／下関市生涯学習プラザ DREAM SHIP
　　　2 階「宙のホール」（多目的ホール）
みなさまのご参加をお待ちしております。
※平服で結構です。

◉申し込み方法




